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(57)【要約】
【課題】トナー収容容器の着脱動作に連動してトナー排
出口を容器内部で開閉する開閉部へのトナーの付着を抑
制することのできる画像形成装置及びトナー収容容器を
提供すること。
【解決手段】画像形成装置は、トナーを搬送する搬送ス
クリュー３６３と、搬送されるトナーを落下させる排出
口６１が形成された排出部６と、排出部６に設けられ排
出口６１を開閉する開閉部６２と、トナーの搬送方向３
６３Ａに排出部６が挿入される挿入口７１１が形成され
た開口部７１、排出部６の挿入口７１１への挿入時に開
閉部６２の一部に接触して開閉部６２の移動を規制する
規制部７２、及び開閉部６２における規制部７２との接
触位置よりも搬送方向３６３Ａ側に挿入される挿入領域
６２２の下方に設けられたカバー部７３を有するトナー
収容容器７とを備える。
【選択図】図１２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トナーを像担持体の軸方向に沿って搬送する搬送部と、
　前記搬送部により搬送されるトナーを落下させる排出口が形成された排出部と、
　前記排出部に設けられ前記軸方向の移動により前記排出口を開閉する開閉部と、
　前記搬送部によるトナーの搬送方向に前記排出部が挿入される挿入口が形成された開口
部、前記排出部の前記挿入口への挿入時に前記開閉部の一部に接触して前記開閉部の移動
を規制する規制部、及び前記開閉部における前記規制部との接触位置よりも前記搬送方向
側に挿入される挿入領域の下方に対応する予め定められた位置に設けられたカバー部を有
するトナー収容部と、
　を備える画像形成装置。
【請求項２】
　前記規制部が前記挿入口の縁部であって、前記カバー部が前記縁部から前記搬送方向に
突出している請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記カバー部が、前記挿入領域の下方に対応する位置に設けられた第１面と、前記挿入
口に前記排出部が挿入された状態における前記開閉部の前記搬送方向の先端と前記排出口
との間に対応する位置で前記第１面から上方に向けて立設される第２面と、を有する請求
項１又は２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記カバー部が、前記挿入口に前記排出部が挿入された状態における前記開閉部の側面
の外側に対応する位置で前記第１面から上方に立設される第３面を更に有する請求項３に
記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記トナー収容部が、前記カバー部に設けられ、前記排出部の前記挿入口への挿脱時に
前記開閉部に摺擦する清掃部を有する請求項１～４のいずれかに記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記開口部が、前記トナー収容部の上面に形成され、前記上面から上方に突出すると共
に前記搬送方向に長尺状であり、
　前記カバー部が、前記開口部の内周面において対向する位置に亘って前記開口部と一体
に形成されている請求項１～５のいずれかに記載の画像形成装置。
【請求項７】
　トナーを像担持体の軸方向に沿って搬送する搬送部、前記搬送部により搬送されるトナ
ーを落下させる排出口が形成された排出部、及び前記排出部に設けられ前記軸方向の移動
により前記排出口を開閉する開閉部を備える画像形成装置に装着されるトナー収容容器で
あって、
　前記搬送部によるトナーの搬送方向に前記排出部が挿入される挿入口が形成された開口
部と、
　前記排出部の前記挿入口への挿入時に前記開閉部の一部に接触して前記開閉部の移動を
規制する規制部と、
　前記開閉部における前記規制部との接触位置よりも前記搬送方向側に挿入される挿入領
域の下方に対応する予め定められた位置に設けられたカバー部と、
　を備えるトナー収容容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子写真方式で画像を形成可能な画像形成装置及び画像形成装置に装着され
るトナー収容容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　電子写真方式で画像を形成可能なプリンターのような画像形成装置において、感光体ド
ラムなどの像担持体表面から除去されてトナー排出口まで搬送されるトナーを、トナー排
出口に装着されたトナー収容容器で回収する構成が知られている。この種の画像形成装置
では、例えばトナー収容容器内のトナーを廃棄するなどの目的でトナー収容容器がトナー
排出口に対して着脱されることがある。ここで、トナー収容容器がトナー排出口に着脱さ
れる際には、トナー排出口が装置内部に対して開放されている間にトナー排出口からトナ
ーが落下して装置内部が汚れるおそれがある。これに対し、交換作業者によるトナー収容
容器の着脱動作に連動してトナー排出口を容器内部で開閉させる開閉部を備える構成が関
連技術として知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－３１１７７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記関連技術のように、トナー収容容器の着脱動作に連動して容器内部
でトナー排出口を開閉させる場合には、トナー収容容器の内部に入り込んだ開閉部にトナ
ーが付着する。そのため、例えばトナー収容容器がトナー排出口から取り外された際に、
開閉部に付着したトナーが落下して装置内部が汚れるおそれがある。
【０００５】
　本発明の目的は、トナー収容容器の着脱動作に連動してトナー排出口を容器内部で開閉
する開閉部へのトナーの付着を抑制することのできる画像形成装置及びトナー収容容器を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一の局面に係る画像形成装置は、搬送部と、排出部と、開閉部と、トナー収容
部とを備える。前記搬送部は、トナーを像担持体の軸方向に沿って搬送する。前記排出部
には、前記搬送部により搬送されるトナーを落下させる排出口が形成されている。前記開
閉部は、前記排出部に設けられ前記軸方向の移動により前記排出口を開閉する。前記トナ
ー収容部は、前記搬送部によるトナーの搬送方向に前記排出部が挿入される挿入口が形成
された開口部、前記排出部の前記挿入口への挿入時に前記開閉部の一部に接触して前記開
閉部の移動を規制する規制部、及び前記開閉部における前記規制部との接触位置よりも前
記搬送方向側に挿入される挿入領域の下方に対応する予め定められた位置に設けられたカ
バー部を有する。
【０００７】
　本発明の他の局面に係るトナー収容容器は、トナーを像担持体の軸方向に沿って搬送す
る搬送部、前記搬送部により搬送されるトナーを落下させる排出口が形成された排出部、
及び前記排出部に設けられ前記軸方向の移動により前記排出口を開閉する開閉部を備える
画像形成装置に装着され、開口部と、規制部と、カバー部とを備える。前記開口部には、
前記搬送部によるトナーの搬送方向に前記排出部が挿入される挿入口が形成されている。
前記規制部は、前記排出部の前記挿入口への挿入時に前記開閉部の一部に接触して前記開
閉部の移動を規制する。前記カバー部は、前記開閉部における前記規制部との接触位置よ
りも前記搬送方向側に挿入される挿入領域の下方に対応する予め定められた位置に設けら
れている。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、トナー収容容器の着脱動作に連動してトナー排出口を容器内部で開閉
する開閉部へのトナーの付着を抑制することのできる画像形成装置及びトナー収容容器が
実現される。
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【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施の形態に係る画像形成装置の構成を示す図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る画像形成装置のクリーニング装置の構成を示す図であ
る。
【図３】本発明の実施の形態に係る画像形成装置の排出部の構成を示す図である。
【図４】本発明の実施の形態に係る画像形成装置の排出部の構成を示す図である。
【図５】本発明の実施の形態に係る画像形成装置の排出部の構成を示す図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る画像形成装置に装着されるトナー収容容器の構成を示
す図である。
【図７】本発明の実施の形態に係る画像形成装置に装着されるトナー収容容器の構成を示
す図である。
【図８】本発明の実施の形態に係る画像形成装置に装着されるトナー収容容器の構成を示
す図である。
【図９】本発明の実施の形態に係る画像形成装置に装着されるトナー収容容器の構成を示
す図である。
【図１０】本発明の実施の形態に係る画像形成装置におけるトナー収容容器の装着の流れ
を示す図である。
【図１１】本発明の実施の形態に係る画像形成装置におけるトナー収容容器の装着の流れ
を示す図である。
【図１２】本発明の実施の形態に係る画像形成装置におけるトナー収容容器の装着の流れ
を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、添付図面を参照しながら本発明の実施の形態について説明し、本発明の理解に供
する。なお、以下の実施の形態は、本発明を具体化した一例であって、本発明の技術的範
囲を限定する性格のものではない。
【００１１】
［画像形成装置１０の概略構成］
　まず、図１及び図２を参照しつつ、本発明の実施の形態に係る画像形成装置１０の概略
構成について説明する。ここで、図１は前記画像形成装置１０の断面模式図である。また
、図２はクリーニング装置３６の構成を示す上面模式図である。なお、図１において、紙
面手前側が前記画像形成装置１０の前面であって、紙面奥側が前記画像形成装置１０の後
面である。
【００１２】
　図１に示すように、前記画像形成装置１０は、ＡＤＦ１、画像読取部２、画像形成部３
、給紙部４、及び制御部５などを備える。前記画像形成装置１０は、画像データに基づい
て画像を形成するプリンター機能と共に、スキャン機能、ファクシミリー機能、又はコピ
ー機能などの複数の機能を有する複合機である。なお、本発明は、プリンター装置、ファ
クシミリー装置、及びコピー機のような画像形成装置にも適用可能である。
【００１３】
　前記ＡＤＦ１は、図１に示すように、原稿セット部１１、複数の搬送ローラー１２、原
稿押さえ１３、及び排紙部１４を備える自動原稿搬送装置である。そして、前記ＡＤＦ１
では、前記搬送ローラー１２各々が不図示のモーターで駆動されることにより、前記原稿
セット部１１に載置された原稿が前記画像読取部２による画像データの読取位置を通過し
て前記排紙部１４まで搬送される。これにより、前記画像読取部２は、前記ＡＤＦ１によ
り搬送される原稿から画像データを読み取ることが可能である。
【００１４】
　前記画像読取部２は、図１に示すように、原稿台２１、読取ユニット２２、ミラー２３
、ミラー２４、光学レンズ２５、及びＣＣＤ（Charge Coupled Device）２６を備える。
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前記原稿台２１は、前記画像読取部２の上面に設けられた原稿の載置部である。前記読取
ユニット２２は、ＬＥＤ光源２２１及びミラー２２２を備え、不図示のモーターによって
副走査方向（図１における左右方向）へ移動可能である。前記ＬＥＤ光源２２１は、主走
査方向（図１における奥行方向）に沿って配列された多数の白色ＬＥＤを備える。前記ミ
ラー２２２は、前記ＬＥＤ光源２２１から照射されて前記原稿台２１上の読取位置にある
原稿の表面で反射した後の光を前記ミラー２３に向けて反射させる。そして、前記ミラー
２２２で反射した光は、前記ミラー２３及び前記ミラー２４によって前記光学レンズ２５
に導かれる。前記光学レンズ２５は、入射した光を集光して前記ＣＣＤ２６に入射させる
。前記ＣＣＤ２６は、前記光学レンズ２５から入射される光の受光量に応じた電気信号を
前記原稿の画像データとして前記制御部５に入力する光電変換素子などを有する。
【００１５】
　前記制御部５は、不図示のＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、及びＥＥＰＲＯＭなどの制御機器
を備える。前記ＣＰＵは、各種の演算処理を実行するプロセッサーである。前記ＲＯＭは
、前記ＣＰＵに各種の処理を実行させるための制御プログラムなどの情報が予め記憶され
る不揮発性の記憶部である。前記ＲＡＭは揮発性の記憶部であり、前記ＥＥＰＲＯＭは不
揮発性の記憶部である。前記ＲＡＭ及び前記ＥＥＰＲＯＭは、前記ＣＰＵが実行する各種
の処理の一時記憶メモリー（作業領域）として使用される。そして、前記制御部５は、前
記ＲＯＭに予め記憶された各種の制御プログラムを前記ＣＰＵを用いて実行することによ
り前記画像形成装置１０を統括的に制御する。なお、前記制御部５は、集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）などの電子回路で構成されたものであってもよく、前記画像形成装置１０を統括的に
制御するメイン制御部とは別に設けられた制御部であってもよい。
【００１６】
　前記画像形成部３は、前記画像読取部２で読み取られた画像データに基づいて画像を形
成する画像形成処理（印刷処理）を実行することが可能な電子写真方式の画像形成部であ
る。また、前記画像形成部３は、外部のパーソナルコンピューター等の情報処理装置から
入力された画像データに基づいて前記画像形成処理を実行することも可能である。
【００１７】
　具体的に、前記画像形成部３は、図１に示すように、感光体ドラム３１、帯電装置３２
、光走査装置（ＬＳＵ）３３、現像装置３４、転写ローラー３５、クリーニング装置３６
、定着ローラー３７、加圧ローラー３８、及び排紙トレイ３９を備える。そして、前記画
像形成部３では、前記給紙部４に着脱可能な給紙カセット４１から供給されるシートに以
下の手順で画像が形成され、画像形成後のシートが前記排紙トレイ３９に排出される。な
お、前記シートは、紙、コート紙、ハガキ、封筒、及びＯＨＰシートなどのシート材料で
ある。
【００１８】
　まず、前記帯電装置３２によって前記感光体ドラム３１が所定の電位に一様に帯電され
る。次に、前記光走査装置３３により前記感光体ドラム３１の表面に画像データに基づく
光が照射される。これにより、前記感光体ドラム３１の表面に画像データに対応する静電
潜像が形成される。そして、前記感光体ドラム３１上の静電潜像は前記現像装置３４によ
ってトナー像として現像（可視像化）される。なお、前記現像装置３４には、前記画像形
成部３に着脱可能なトナーコンテナ３４Ａからトナー（現像剤）が補給される。続いて、
前記感光体ドラム３１に形成されたトナー像は前記転写ローラー３５によってシートに転
写される。その後、シートに転写されたトナー像は、そのシートが前記定着ローラー３７
及び前記加圧ローラー３８の間を通過する際に前記定着ローラー３７で加熱されて溶融定
着する。
【００１９】
　一方、前記感光体ドラム３１の表面に残存したトナーは、前記クリーニング装置３６で
除去される。具体的に、前記クリーニング装置３６は、図１及び図２に示すように、クリ
ーニング部材３６１、研磨ローラー３６２、及び搬送スクリュー３６３を備える。前記ク
リーニング部材３６１は、前記感光体ドラム３１の表面に付着した残存トナーを除去する



(6) JP 2015-184635 A 2015.10.22

10

20

30

40

50

ブレード状の部材である。前記研磨ローラー３６２は、前記クリーニング部材３６１で除
去されたトナーを表面に付着させて、前記感光体ドラム３１の表面を研磨する。前記搬送
スクリュー３６３は、前記クリーニング部材３６１で除去されたトナーを前記感光体ドラ
ム３１の軸方向３１Ａに沿って後述の排出部６まで搬送する。ここに、前記感光体ドラム
３１が本発明における像担持体の一例である。また、前記搬送スクリュー３６３が本発明
における搬送部の一例である。
【００２０】
　ところで、前記画像形成装置１０のような画像形成装置において、感光体ドラムなどの
像担持体表面から除去されてトナー排出口まで搬送されるトナーを、トナー排出口に装着
されたトナー収容容器で回収する構成が知られている。この種の画像形成装置では、例え
ばトナー収容容器内のトナーを廃棄するなどの目的でトナー収容容器がトナー排出口に対
して着脱されることがある。ここで、トナー収容容器がトナー排出口に着脱される際には
、トナー排出口が装置内部に対して開放されている間にトナー排出口からトナーが落下し
て装置内部が汚れるおそれがある。これに対し、交換作業者によるトナー収容容器の着脱
動作に連動してトナー排出口を容器内部で開閉させる開閉部を備える構成が関連技術とし
て知られている。
【００２１】
　しかしながら、上記関連技術のように、トナー収容容器の着脱動作に連動して容器内部
でトナー排出口を開閉させる場合には、トナー収容容器の内部に入り込んだ開閉部にトナ
ーが付着する。そのため、例えばトナー収容容器がトナー排出口から取り外された際に、
開閉部に付着したトナーが落下して装置内部が汚れるおそれがある。これに対し、前記画
像形成装置１０では、以下に説明するように、トナー収容容器の着脱動作に連動してトナ
ー排出口を容器内部で開閉する開閉部へのトナーの付着を抑制することが可能である。
【００２２】
　まず、図２～図５を参照しつつ、排出部６について説明する。ここで、図３は前記排出
部６の斜視図である。また、図４は排出口６１が閉鎖された状態の前記排出部６の断面図
であって、図５は前記排出口６１が開放された状態の前記排出部６の断面図である。
【００２３】
　前記排出部６は、図２に示すように、前記クリーニング装置３６における前記搬送スク
リュー３６３の配置位置に対応して、前記クリーニング装置３６のハウジングの後端部か
ら前記軸方向３１Ａに突出して設けられている。ここで、前記搬送スクリュー３６３は、
前記排出部６の突出方向と同じ方向の搬送方向３６３Ａに向けてトナーを搬送し、前記搬
送スクリュー３６３の前記搬送方向３６３Ａにおける先端部は前記排出部６まで延出され
ている。そのため、前記感光体ドラム３１の表面から除去されたトナーは、前記搬送スク
リュー３６３によって前記排出部６まで搬送される。
【００２４】
　また、前記排出部６には、図４及び図５に示すように、前記搬送方向３６３Ａにおける
先端に前記搬送スクリュー３６３により搬送されるトナーを落下させる前記排出口６１が
形成されている。なお、前記排出口６１は、前記排出部６における前記搬送方向３６３Ａ
に平行な周面の一部に形成されている。更に、前記排出部６は、図３～図５に示すように
、前記軸方向３１Ａの移動により前記排出口６１を開閉する開閉部６２を有する。
【００２５】
　具体的に、前記開閉部６２は、図３に示すように、前記排出部６の外周を覆う環状に形
成されており、下部において下方向に突出する突起部６２１を有する。なお、前記開閉部
６２は、前記排出部６の外周面の一部を覆うものであってもよい。また、前記排出部６の
外周には、前記開閉部６２を前記軸方向３１Ａに摺動可能に支持する不図示のガイドレー
ルが形成されている。そして、前記開閉部６２は、コイルバネなどの不図示の弾性部材に
より前記搬送方向３６３Ａに向けて付勢されることで、図４に示すように、前記搬送方向
３６３Ａに移動して前記排出口６１を閉鎖可能である。一方、前記開閉部６２が前記弾性
部材の付勢力を超える力で前記搬送方向３６３Ａの反対方向に移動されると、図５に示す
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ように前記排出口６１が開放される。
【００２６】
　次に、図６～図１２を参照しつつ、トナー収容容器７について説明する。ここで、図６
は前記トナー収容容器７の正面図であって、図７は前記トナー収容容器７の左側面図であ
る。また、図８は図６のVIII―VIII矢視断面図であって、図９は図７のIX―IX矢視断面図
である。なお、図６～図９においては、前記トナー収容容器７が前記排出部６に装着され
た状態に基づいて、上下方向、左右方向、及び前後方向が定義されている。また、図１０
は前記トナー収容容器７に前記排出部６が挿入される前の状態を示す図である。さらに、
図１１は前記トナー収容容器７に前記排出部６が挿入されて前記突起部６２１が規制部７
２に接触した状態を示す図である。そして、図１２は前記規制部７２により前記開閉部６
２の移動が規制されて前記排出口６１が開放された状態を示す図である。なお、図１１及
び図１２において二点鎖線で囲まれた領域は、挿入領域６２２を示すものである。
【００２７】
　前記トナー収容容器７は、前記排出部６に装着されて、前記排出口６１から排出される
トナーを収容する容器である。具体的に、前記トナー収容容器７は、図６及び図７に示す
ように、略直方体形状であって内部にトナーの収容空間が形成された容器本体７０と、前
記容器本体７０の上面に形成された前記排出口６が挿入される開口部７１を有する。例え
ば、前記トナー収容容器７は、樹脂により一体に成形される。ここに、前記トナー収容容
器７が、本発明におけるトナー収容部の一例である。
【００２８】
　前記開口部７１は、図６、図７及び図１０に示すように、前記トナー収容容器７の上面
に設けられ、前記搬送方向３６３Ａ（図７における後方向）に前記排出部６が挿入される
挿入口７１１が形成されている。具体的に、前記開口部７１は、図６に示すように、前記
トナー収容容器７の上面から上方に突出して、アーチ状に形成されている。また、前記開
口部７１は、図７及び図１０に示すように、前記挿入口７１１の形成位置から前記搬送方
向３６３Ａに長尺状に形成されている。このように、前記開口部７１が前記トナー収容容
器７の上面に設けられることで、前記挿入口７１１に挿入された前記排出部６の側部及び
上部が前記開口部７１の内周面に覆われ、容器内部で飛散するトナーの前記排出部６の側
部及び上部への付着が抑制される。
【００２９】
　また、前記トナー収容容器７は、図８及び図９に示すように、規制部７２、カバー部７
３、及び清掃部７４を有する。
【００３０】
　前記規制部７２は、前記排出部６の前記挿入口７１１への挿入時に、前記開閉部６２の
前記突起部６２１に接触して前記開閉部６２の移動を規制する。具体的に、前記規制部７
２は、図８に示すように、前記開閉部６２における前記突起部６２１の設置位置に対応す
る前記挿入口７１１の縁部である。即ち、前記トナー収容容器７において、前記挿入口７
１１は、前記排出部６の挿入の際に前記突起部６２１が前記挿入口７１１の縁部に接触す
る大きさで形成されている。そして、図１１及び図１２に示すように、前記開閉部６２の
前記突起部６２１が前記規制部７２に接触した状態から、前記排出部６が前記搬送方向３
６３Ａに向けて更に挿入されることで、前記開閉部６２が前記排出部６に対して相対的に
前記搬送方向３６３Ａの逆方向に移動し、前記排出口６１が開放される。
【００３１】
　ここで、前記画像形成装置１０では、前記突起部６２１が前記開閉部６２の前記搬送方
向３６３Ａにおける後部側に設けられている。そのため、前記排出部６が前記挿入口７１
１に挿入される際に、前記排出口６１が前記トナー収容容器７の内部に入り込んだ後に前
記規制部７２と前記突起部６２１とが接触することになり、前記挿入口７１１付近で前記
排出口６１が開放されることがない。一方、図１１及び図１２に示すように、前記開閉部
６２における前記規制部７２との接触位置よりも前記搬送方向３６３Ａ側に挿入される挿
入領域６２２には、前記排出口６１から排出されるトナー又は前記トナー収容容器７内部
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で飛散するトナーが付着するおそれがある。そこで、前記トナー収容容器７に前記カバー
部７３が設けられている。
【００３２】
　前記カバー部７３は、前記トナー収容容器７において、前記挿入領域６２２の下方に対
応する予め定められた位置に設けられる。具体的に、前記カバー部７３は、図８に示すよ
うに、前記挿入口７１１の下側縁部から前記搬送方向３６３Ａ（図８における後方向）に
突出して形成されている。これにより、前記カバー部７３を前記挿入領域６２２の直下に
位置させることが可能となり、容器内部におけるトナーの付着が効果的に抑制される。な
お、前記カバー部７３の位置は、前記挿入領域６２２へのトナーの付着を抑制することが
可能な位置であればここで説明する配置に限らない。
【００３３】
　また、前記カバー部７３は、図８及び図１２に示すように、前記挿入領域６２２の下方
に対応する位置に設けられた第１面７３１と、前記挿入口７１１に前記排出部６が挿入さ
れた状態における前記開閉部６２の先端６２３と前記排出口６１との間に対応する位置で
、前記第１面７３１から上方に向けて立設される第２面７３２を有する。これにより、前
記開閉部６２の前記先端６２３が前記第２面７３２によって覆われるため、トナーの付着
の抑制効果が向上する。
【００３４】
　更に、前記カバー部７３は、図９に示すように、前記挿入口７１１に前記排出部６が挿
入された状態における前記開閉部６２の側面の外側に対応する位置で、前記第１面７３１
から上方に立設される第３面７３３を有する。これにより、前記開閉部６２の側面が前記
第３面７３３により覆われるため、トナーの付着の抑制効果がより向上する。なお、前記
第３面７３３が省略された構成も他の実施形態として考えられる。
【００３５】
　ところで、前記トナー収容容器７において、前記カバー部７３は前記開口部７１の内周
面において対向する位置に亘って前記開口部７１と一体に形成されている。具体的に、前
記カバー部７３は、図９に示すように、前記第３面７３３に対して垂直な平板状に形成さ
れている。これにより、前記トナー収容容器７の成型時において、前記開口部７１の前記
第３面７３３を構成する壁部にひけ、倒れ、又は収縮が生じることが抑制されて、前記ト
ナー収容容器７の成形精度が向上する。なお、前記カバー部７３が前記第３面７３３に対
して平板状に形成される場合には、例えば曲面状などの他の形状に形成される場合と比較
して、より高い成形精度の向上効果を得ることが可能である。
【００３６】
　前記清掃部７４は、図８に示すように、前記カバー部７３に設けられ、前記排出部６の
前記挿入口７１１への挿脱時に前記開閉部６２に摺擦して前記開閉部６２を清掃する。例
えば、前記清掃部７４は、前記カバー部７３の前記第１面７３１上に設けられたスポンジ
などの弾性部材である。なお、前記清掃部７４が省略された構成も他の実施形態として考
えられる。
【００３７】
　次に、図１０～図１２を参照しつつ、前記トナー収容容器７の前記排出部６への装着手
順について説明する。
【００３８】
　まず、前記トナー収容容器７の装着作業を行う作業者は、前記画像形成装置１０の筐体
の後部に設けられた不図示の外装カバーを開けて、前記排出部６を外部に露出させる。
【００３９】
　次に、作業者は、図１０に示すように、前記トナー収容容器７を手に持つなどして、ト
ナー収容容器７の前記挿入口７１１を前記排出部６に対向させる。そして、前記トナー収
容容器７を前記搬送方向３６３Ａの反対方向に向けて移動させて、前記突起部６２１が前
記規制部７２に接触する位置まで前記排出部６を前記挿入口７１１に挿入する。
【００４０】



(9) JP 2015-184635 A 2015.10.22

10

20

30

40

50

　ここで、図１０及び図１１に示すように、前記突起部６２１が前記規制部７２に接触す
る位置まで前記排出部６が前記挿入口７１１に挿入される際に、作業者の挿入動作により
前記開閉部６２の前記挿入領域６２２が前記清掃部７４に摺擦しながら移動する。そのた
め、前記挿入領域６２２の汚れが前記清掃部７４により清掃される。
【００４１】
　次に、作業者は、前記突起部６２１が前記規制部７２に接触した後、前記トナー収容容
器７を前記搬送方向３６３Ａの反対方向に向けて移動させて、前記排出部６を前記挿入口
７１１に更に挿入する。これにより、図１１及び図１２に示すように、前記開閉部６２の
移動が前記規制部７２により規制されて、前記開閉部６２が前記排出部６に対して相対的
に移動し、前記排出口６１が開放される。
【００４２】
　そして、作業者は、前記外装カバーを閉じて前記トナー収容容器の装着作業を終了する
。なお、前記排出部６に装着された前記トナー収容容器７の前後方向の移動をストッパー
などで規制してもよい。
【００４３】
　ここで、図１２に示すように、前記トナー収容容器７内部に挿入された前記開閉部６２
の前記挿入領域６２２は、前記カバー部７３の前記第１面７３１、前記第２面７３２によ
り覆われる。そのため、前記トナー収容容器７が前記排出部６に装着されている間におい
て、前記挿入領域６２２への容器内部のトナーの付着が抑制される。また、前記カバー部
７３の前記第３面７３３により、前記挿入領域６２２の側部へのトナーの付着も抑制され
る。
【００４４】
　なお、前記トナー収容容器７が前記排出部６から取り外される際にも、前記挿入領域６
２２が前記清掃部７４に摺擦しながら移動する。そのため、前記トナー収容容器７が前記
排出部６に装着されている間に前記挿入領域６２２にトナーが付着した場合であっても、
前記清掃部７４により清掃される。
【００４５】
　このように、前記画像形成装置１０では、前記トナー収容容器７の前記カバー部７３に
より前記開閉部６２へのトナーの付着が抑制される。そのため、例えば前記トナー収容容
器７の着脱時におけるトナーの漏れが抑制可能である。
【符号の説明】
【００４６】
１　：ＡＤＦ
２　：画像読取部
３　：画像形成部
３１：感光体ドラム
３６：クリーニング装置
３６３：搬送スクリュー
４　：給紙部
５　：制御部
６　：排出部
６１：排出口
６２：開閉部
６２１：突起部
７　：トナー収容容器
７０：容器本体
７１：開口部
７２：規制部
７３：カバー部
７３１：第１面
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７３２：第２面
７３３；第３面
７４：清掃部
１０：画像形成装置

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】 【図８】



(12) JP 2015-184635 A 2015.10.22

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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